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蛇紋岩系混和材を使用した製品に係る指導について   

蛇紋岩系モルタル混和材中の石綿の含有については、平成16年7月2日、本省において  

記者発表を行うとともに、都道府県労働局長に対し同様な製品の把握、適切な表示等の指  

導等について通達（平成16年7月2日付け基発第0702003号）が発出されたところであ  

る。また、記者発表において公表した混和材については貴局を含む関係局に対し、平成16  

年7月2日付け基変化発第0702002号により関係事業場の指導をお願いしたところである。   

今般、日本建築仕上材工業会が、会員メーカーに対してアンケート調査を行ったところ、  

新たに別紙のとおり蛇紋岩系浪和材を使用した製品が把握されたところである。ついては、  

下記により当該製品に係る調査及び指導をお願いする。なお、調査に当たっては、必要に  

応じ原料メーカーの管轄局との連携を図られたい。  

記  

1 調査項目等  

（1）蛇紋岩系原料中のクリソタイル含有率  

当該製品の製造事業者に対して、「左官用モルタル混和材中の石綿含有率の測定方法  

等に関する検討会報告書」別紙の方抵により蛇紋岩系原料中のクリソタイルの含有率  

を確認させること。  

（2）製品中のクリソタイル含有率  

上記（1）の結果をもとに、蛇紋岩系原料を混入した製品全体と㌧てのクリソタイ   

ルの含有率を確認すること。  

なお、セメント、骨材等の他の原料を混合した製品中のクリソタイルの濃度を直接   

上記（1）の方放で分析することは、他の原料が微分熱重量牲（DTG）におけるピ   

ークに影響を与えることがあるので、原料中のクリソタイル含有率と原料の製品への  

混入率から算定すること。   



（3）製品に対する表示及び文書の交付の状況  

上記（2）により、製品中のクリソタイルの含有率が1％を超えていることが確認   

された場合は、当該製品に対する労働安全衛生牲（以下「法」という。）第57粂に基   

づく表示の有無、もしくは「無石綿」、「ノンアスベスト」等の表示の有無を確認する   

こと。  

また、当該製品に対する絵第57粂の2に基づく文書の交付の有無を確認するこ‘と。  

（4）報告   

上記（1）～（3）の調査結果について、把握次第本省化学物質対策課あて痍告す   

ること。  

2 指導項目等  

（1）表示等の改善（1の（2）において、製品中のクリソタイルの含有率が1％を超え  

ることが確認された場合）   

① 製品の容器又は包装に汝第57条に基づく表示を付すこと。   

② 製品を譲渡し、又は提供する場合は、相手方に法第57条の2に基づく文書（MS  

DS）を交付すること。   

③ 製造・販売を中止した製品も含め、ディーラーの手元にある物、ユーザーにまで  

渡った物についても可能な限り表示の変更、文書の交付及び必要な説明を行うこと。  

（2）製造現場等における健康障害防止対策（1の（1）において、原料中のクリソタイ   

ルの含有率が1％を超えることが確認された場合）  

石綿含有蛇紋岩系原料を取り扱う労働者に対する特定化学物質等障害予防規則等に   

基づく鹿康障害防止措置の実施について指導すること。  

（3）報告  

遅くとも指導から1か月以内を目途とした期限を切って改善報告を提出させるとと   

もに、局経由で本省化学物質対策課にも当該報告の写しを添えて、指導結果について   

報告すること。   



別紙  

蛇紋岩系混和材使用製品関係情報  

左官用混和材「ハイ  

ワーク」と岡メーカ  


